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研究成果の概要（和文）：インド全体での新しいメディア状況の展開を文献・資料から把握した上で、インド国
内の芸能の現状と、隣国ネパール、インド移民の多い東南アジア及び欧米でのインド芸能の受容・展開につい
て、(1) インドの芸能を取りまく新たなメディア状況の展開の把握、(2) 新たなメディアとの結びつきにより生
じた芸能の形式の変化と環流の動態の解明、(3) 芸能のグローバル化を支える社会関係の現在の把握、(4) 芸能
に表現されるインド社会の今日的価値観の提示という4つの視点から調査を実施し、現状を明らかにした。国際
ワークショップでの報告とワークショップの論集（Proceedings）の刊行によりその成果を発表した。

研究成果の概要（英文）：After the grasping of the development of new media situation, we conducted 
field research on the present state of Indian performing arts in India as well as abroad (Nepal, 
Canada, UK, Malaysia and Singapore) to clarify the global dynamics of Indian culture. We tried to 
achieve the following four goals. (1) To comprehend the development of the new media situation in 
India which surrounds Indian performing arts today, (2) To clarify the changes in the forms of 
performing arts strengthened by new media situation as well as the dynamics of cultural gyre, (3) To
 grasp the present state of social relations which are the basis of the globalization of performing 
arts, (4) To analyze the contemporary values represented in performing arts. The outcome of the 
research was presented in an international workshop and was published in the proceedings of the 
workshop.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 

2000 年以降の急速なグローバル化は、イ
ンド芸能が様々な地域に広がり、変化を起こ
す新たな契機となった。 
だが、研究開始時以前のインド芸能の研究

は、イギリス在住南アジア系移民の音楽実践
を扱った G.Farrel（2005）のように、イン
ド外、特に欧米のインド移民社会で実践され
る芸能の変化に注目する傾向にあり、その枠
を越えた流れをみせている近年のグローバ
ルなインド芸能の拡大の実状は見過ごされ
ていた。その一方、2010 年頃から、インド
系移民によって伝えられたインド起源の宗
教・映画・ファッションなどが欧米の消費者
に受容され、現地の文化と相互作用を起こし
て変化しながら再びインドに戻る「文化の環
流」現象に注目する動きが現れた（三尾 
2011）。 
環流現象に着目することにより、西洋起源
の市場経済の拡大や合理化の進展がグロー
バリゼーションの特徴であるとする観点や、
グローバルな価値観がローカルな社会に一
元的に影響を与えるといった二項対立的な
見方を越え、非西洋の地域を起源とし、人・
モノ・カネ・情報の重層的な流れとともに生 
起する文化の動態を捉えることができるが、
文化の環流現象を引き起こす要因や、環流が 
起きる中で生成するナショナリズム等の価
値観の衝突をめぐる先行研究の蓄積はまだ
少ないという状況があった。 
 また、インド文化が世界に広がる際に重要
な役割を担う新しいメディア状況（衛星放送、
携帯電話、インターネット等の複合）と環流
現象との関係の解明も途上にあった。 
 
２．研究の目的 
本研究は、芸能に焦点を当てることで（１）

インド社会の 2000 年以降の構造・価値観の
変化を捉え、（２）西洋発の文化が世界中に
拡大するという従来のグローバリゼーショ
ン・モデルとは異なる、文化の環流現象のモ
デル化を目指すものである。環流現象とは、
国境を越える過程で変化し、様々な地域への
拡大と自社会への回帰を見せる、近年のグロ
ーバルなインド文化の動態である。本研究課
題では、演劇、舞踊、音楽という芸能が衛星
放送、携帯電話、インターネット等からなる
新しいメディア状況と結びついて世界各地
に広がるとともに、インドに回帰することで
生じるインド社会への影響を明らかにする
ことをめざした。 
 
３．研究の方法 
 本研究は、研究組織の構成員 8 名による 
(a)資料収集、(b)現地調査により研究を進め
た（2014 年度は研究分担者 3名、研究協力者
4名、2015 年度は研究分担者 6名、研究協力
者 1名、2016・7年度は研究分担者 7名）。具
体的には以下の 4点に焦点を合わせ、研究を

実施した。 
 
(1) インドの芸能を取りまく新たなメディ
ア状況の展開の把握＝＜マクロなメディア
状況＞ 
(2) 新たなメディアとの結びつきにより生
じた芸能の形式の変化と環流の動態の解明
＝＜形式の変容＞ 
(3) 芸能のグローバル化を支える社会関係
の現在の把握＝＜芸能をめぐる人的紐帯＞ 
(4) 芸能に表現されるインド社会の今日的
価値観の提示＝＜今日的価値観＞ 
 
 研究組織の構成員 8名の調査テーマ・調査
地は以下のとおりである（役割、所属は課題
終了時の 2018 年 3月時点）。インド国内は北
部（ラージャスターン州、ヒマーチャル・プ
ラデーシュ州ダラムサラ）、中部（マハーラ
ーシュトラ州、ゴア州）、南部（タミル・ナ
ードゥ州チェンナイ）で、インド国外は隣国
のネパール、欧米（イギリス、フランス、カ
ナダ）、インド系移民が多いマレーシア・シ
ンガポールで調査を実施した（インド国内の
位置については図 1を参照のこと）。 
 
表 1：研究組織・調査地・テーマ 
名前 調査地 テーマ 

松川恭子 
（甲南大学） 
代表者 

インド（ゴア
州） 

ゴア州の現地語コ
ーンカー語映画産
業の発展 

飯田玲子 
（京都大学） 
分担者 

インド（マハ
ーラーシュト
ラ州）、イギリ
ス 

マハーラーシュト
ラ州の民俗芸能タ
マーシャーの VCD
制作・流通にみる
芸能の変容 

岩谷彩子 
（京都大学） 
分担者 

インド（ラー
ジャスターン
州）、フランス 

芸能民カールベー
リヤーの踊りの発
展とグローバルな
受容 

小尾淳 
（ 大 東 文 化 大
学）分担者 

インド（タミ
ル・ナードゥ
州 チ ェ ン ナ
イ）、カナダ
（バンクーバ
ー） 

キールタンの欧米
における受容にみ
るナーマ・サンキ
ールタナ（唱名）
の伝統のグローバ
ル化 

古賀万由里 
（ 開 智 国 際 大
学）分担者 

マレーシア マレーシアにおけ
るインド舞踊の受
容と展開 

小西公大 
（ 東 京 学 芸 大
学）分担者 

インド（ラー
ジャスターン
州） 

携帯電話による音
楽の消費とラージ
ャスターン社会の
セクシャリティの
変容 

竹村嘉晃 
（国立民族学博
物館）分担者 

インド（タミ
ル・ナードゥ
州 チ ェ ン ナ
イ）、シンガポ
ール 

シンガポールにお
けるインド舞踊の
受容と展開 

山本達也 
（静岡大学） 
分担者 

インド（ダラ
ムサラ）、ネパ
ール 

チベット難民ポッ
プ・ミュージック
にみる音楽のグロ
ーバリゼーション
の重層的様相 



インド全体での新しいメディア状況の展
開を文献・資料から把握した上で、研究組織
の構成員が 10 年以上研究を実施してきたイ
ンド国内の調査地での芸能の現状と、インド
の隣国ネパール、インド移民が数多くわたっ
た東南アジア及び欧米でのインド芸能の受
容・展開について先述した 4つの視点から調
査を実施した。インド国内で起こってきた都
市における新興中間層の台頭や東南アジア
の各国と移民社会の関係の変化に着目し、主
に芸能に関わる人々にインタビューを行っ
た。彼らが自らの帰属（カースト、宗教、家
族、ジェンダー等）をどうとらえているのか、
芸能の形式の変化に表出するインド社会の
価値観の変化、芸能の実践のされ方によって
環流する芸能、そうでない芸能の違いが出る
かにも注意を払った。 
 
図 1 インド国内の調査地 

４．研究成果 
(1)～(4)については、以下が明らかになっ

た。 
(1) インドの芸能を取りまく新たなメデ

ィア状況の展開の把握 
インドにおける携帯電話契約者数は 2016

年に 10 億を超えた。世界の潮流に合わせ、
スマートフォン利用者の数も急速に増加し
ている。The Indian Express 紙（2017 年 10
月 16 日）によれば、インドのスマートフォ
ン・ユーザーの数は 2018 年に 5 億を超える
と予想されており、スマートフォンでインタ
ーネットにアクセスするのが通常という状
況が生まれている。 
 
(2) 新たなメディアとの結びつきにより生
じた芸能の形式の変化と環流の動態の解明 
携帯電話・スマートフォンの普及にともな

い、インド国内での芸能との関わりが大きく
変化し、「消費」の側面が強くなっている。
複製メディア技術の発展により、人々はパフ

ォーマンスの場に出向くことなく、気軽に芸
能を楽しむことができるようになった。1990
年代から音楽のカセットテープが普及し、
1990 年代後半から 2000 年代にかけて演劇や
舞踊も VCD（ビデオ CD）により鑑賞が広く可
能になった。2010 年代に入ると、携帯電話端
末に電子ファイルをダウンロードすること
で、芸能を場所を問わずに個人的に視聴する
環境が生まれた。ただし、この変化がインド
全域で画一的に起こっているかというとそ
うではなく、飯田が調査したマハーラーシュ
トラ州プネーのような都市部であっても、い
まだ VCD が消費されている。また、若者が携
帯電話端末により芸能を消費する傾向があ
るというように、世代による違いがわること
もわかった。欧米や東南アジアのインド芸能
の受容に関しては、YouTube や Facebook によ
る消費に加え、Skype を使ってインドとつな
がり、レッスンを受けるのが珍しくないとい
う現状が明らかになった。 
芸能の実践者たちの新しいメディアとの

関係については、松川が調査したゴア州のコ
ーンカニー語映画業界では、YouTube や
Facebook を駆使した宣伝が行われていると
ともに、グローバルに進展するデジタル化の
技術革新（Mac コンピューターによる編集、
海賊版に対抗するデジタル技術の開発）を取
り入れた制作・上映が行われていることが明
らかになった。海賊版については、山本が調
査したチベット難民のポップ・ミュージシャ
ンたちも、CD が売れない中、YouTube により
チベット難民社会の中で自らの音楽のファ
ンを開拓し、ライブ・パフォーマンスで生計
を立てようとしていることがわかった。 
上述したように、芸能の Skype レッスンが

普及しているが、インターネットを通じた関
係だけでなく、古賀が調査したマレーシアや
竹村が調査したシンガポールのインド舞踊
家が「本場」であるインドで公演を行う、イ
ンド人の舞踊家がマレーシアやシンガポー
ルの芸能学校で教育を行うという人の往来
もあることがわかった。 
 
(3) 芸能のグローバル化を支える社会関係
の現在の把握 
 岩谷が調査したラージャスターン州のカ
ールベーリヤーの舞踊は、UNESCO の無形文化
遺産として登録されており、欧米ではジプシ
ー・ダンスとしても知られている。カールベ
ーリヤーのコミュニティは元々蛇使いを生
業としていたが、1970 年代の動物愛護法の施
行など、生存環境の変化により、女性のダン
サーを前面に押し出した舞踊と音楽の形式
を生み出した。「決まった型の不在」と「ジ
プシー」と結びついたインドに留まらない異
国風のイメージ構築が人気を得、フランスを
はじめとする欧米で受容され、カールベーリ
ヤーの舞踊家がラージャスターン州で欧米
や日本からの生徒を教えるコースを開講す
るといった環流現象が生じている。同じく芸

 



能のグローバル化として捉えられる、小尾が
調査したカナダのキールタン（唱名）の実践
については、インド起源ではあるものの、イ
ンド移民社会との結びつきは弱く、ISKCON
（クリシュナ意識国際協会）の活動の一環と
しての意味合いが大きく、インドに回帰する
環流が起こっているとはいいにくい。 
 カールベーリヤーの舞踊は 1990 年代以降
と比較的新しく人気を得た舞踊であり、様々
な背景を持つ人々が参入できるのに対し、バ
ラタナティヤムは 20 世紀前半にルクミニ・
デヴィが西洋的な枠組みからインド舞踊を
再構築したものであるものの、インド古典舞
踊としての地位を確立し、師匠・弟子の関係
を通じて技法が伝承される。これは、インド
古典音楽も同様である。グローバル化と芸能
の関係については、2000 年代以降の変化を独
立して捉えるのではなく、イギリス植民地時
代からの連続的な流れの中で考察を行って
いく必要があることが示唆される。 
 インドの社会関係において代表的なカー
ストについても芸能を取り巻く現場で変化
がみられる。飯田が調査したマハーラーシュ
トラ州の民俗芸能タマーシャーのVCD制作現
場にはカースト関係で下層に位置するダリ
ト（指定カースト）の人々が参入している。
大きな設備投資を必要としないこと、タマー
シャーの実践者には様々なカースト集団出
身者が混在しており、特定のカースト関係に
縛られないネットワークの中でビジネスが
可能であることがその理由として考えられ
る。 
 
(4) 芸能に表現されるインド社会の今日的
価値観の提示 
 先に述べたとおり、近年の芸能表現の変容
には、中間層の台頭や地域社会に独自のセク
シャリティの表現をみることができる。例え
ば、飯田が調査したマハーラーシュトラ州の
民俗芸能タマーシャーの場合、VCDや YouTube
で鑑賞する中間層の受容により、村落部での
男性が好む卑猥なものから洗練された形式
に舞踊が変化した。その一方、伝統的な価値
観が消失しているわけではなく、小西は、携
帯端末でのラージャスターン州の民俗音楽
消費を事例に、地域社会の伝統的な男女関係
を基盤としたセクシャリティ観が新しいメ
ディアでも同様に表現されていることを明
らかにした。 
 
以上から、環流現象は全ての芸能において

起こるというわけではないことがわかった。
カールベーリヤーの舞踊のように、インドに
おける社会関係が強固ではない、型が曖昧で
形式に柔軟性があるという条件が必要であ
ることがわかった。メディアと芸能の関係に
ついては、身体によるパフォーマンスという
性格をより強く持ち、技術の継承に身体に振
れる教授法が求められる舞踊の方が、音楽に
比べるとSkypeを通じたレッスンに馴染みに

くいということが明らかになり、インド芸能
からメディアと環流現象について読み解く
際に、「知と技の継承」の側面の考察を更に
深めていく必要があることがわかった。 
 

 本研究課題のまとめとして、2018 年 1 月
20 日・21 日に京都大学にて国際ワークショ
ップ Globalization of Indian Performing 
Arts in New Media Situation: Dynamics of 
Cultural Gyre を開催した。研究組織の構成
員 7名に加え、アメリカから Skype による古
典音楽教授の専門家である Dr. Rohan 
Krishnamurthy （ RohanRhythm/ Ohlone 
College）と、イギリスからインド近代舞踊
の専門家である Dr. Prarthana Purkayastha
（Royal Holloway, University of London）
を招聘し、研究成果の報告と討論を行った。
国際ワークショップの報告及びワークショ
ップに不参加であった構成員1名の論考を収
録 し た 論 集 International Workshop 
Globalization of Indian Performing Arts in 
New Media Situation: Dynamics of Cultural 
Gyre Workshop Proceedingsを 2018 年 3月に
刊行した。 
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